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生 活用 品の 保有 と必 要性 評価 との関 連（ 第4 報）

日 常生活 用 品につ いて　　　　　　　　　　　　 ニ

大 阪樟 蔭女子 大○ 一 棟宏子　 本田 節

目的　 前 報Ｋ 引続 き、 本報 では 日常 生活用 品（ 家 事サー ビ ス用 品1  51品 目のほ か、 個人 用

品、 生 理 衛生用 品、 だん らん 用 品、 対 外 行為 関連用 品a. ど173 品 目、 合計3  84品 目）V. つ

い て同 様 々考 察を 行 うo

方 法　 前 報 と同様Ｏ

結 果 ［1）日常生 活用 品は １ 世帯当 夕平 均83  6品 目保 有さ れてい る が、 この う ち保有 率が8  0

価をこ え る ものは15  9品 目で あI) 、 保 有品 目の67 価に相当 す るo    ･また、 保有 品 目数 の度 数

分 布を みる と、230 ～S59品 目保 有し てい る世 帯が 全体 の６ 割を 占め てい るＯ した がっ て、

世 帯｡に よる｡保有 数 の差は 客、 予 備用品 ほ ど大 きくは 宏い が、 重 回帰 分析に よる と、 そ の差

は 主に 家 事用品 と だん らん用 品、 個人 用品 の保 有状 況K 左右さ れてい るこ とが わ かる。

ね）保有 品目 数 と世帯 の属 性に つい て相 関分 析を 行 座っ た 結果、 家族 の趣味 数、 住 戸規模、

家 族人数、 収入、 客 室の 有無、 納 戸の 有無 に有 意差 が認 めら れた。(3)居住 者の 日常 生活 用

品 に対 する 必要 性評 価の 傾向 を みる と、 半 数以 上が （ぜ ひ必 要） と答え てい る 品 目は125

品で あj?　、 そ れらは 保有 率8O 喊以上 の もの かほ とん どで ある。 保 有実 態 と必要 性評 価の 相

関関･係は 高 く、 互い に似 た傾向 を示 し てい るか、 と くに、 両 者の ギャッ プ が大 きい もの は

趣味 用品、 ス ポー ツ用 品、 娯楽 用品、 書 籍類、 装 飾用 品、 釦 よび各 室 備品、 事 務用 品が あ

げ られるO    (4）評 価におい て（ ぜ ひ 必要） と 答え てい る品 目数｡は 保 有の 現状 とは ほ とん ど 関

わ!> * くほ ぼ 一定 した 範 囲内に ある が、（ 次くてi.  い ）は 世帯 に よる差 が大 き く、 実 際 の

保有 品目 数 とか 左!) 高い 相関 関係を 示し てい る のが注 目さ れ る。
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